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家庭的な雰囲気を大切にしていて、食事は三食手作りで、使い慣れた食器やお箸を使用して
いる。呼称はその方が一番しっくりくる呼び方で呼んでいる。手作業で作成した通信や手書き
で家族への手紙も郵送している。リビングでは、新聞を読んだり、チラシ折りやパズルをして
過ごしている中で、本を朗読されている方がおられ、周りの利用者に心地よく響き渡ってい
た。さらに、職員が提案したペットボトルのキャップを使った数字合わせゲームが日課となり、
利用者は日に日にスピード感が増していった。一昨年、寿退社をした職員には、施設内を教
会に見立てて、取締役社長が新郎役となり、職員・利用者一同が盛大にお祝いをした。今年
は、待ちに待った敬愛祭(家族会)が再開され、職員の大正琴の演奏、津山民謡を披露し、くじ
引きやお食事会で家族と一緒に盛り上がった。基本理念や指針、【職員宣言】に沿った運営
ができていて、リビングや居室の天窓から光が差し込んでくるように、職員、利用者、家族にも
明るい未来が待っていた。

評価機関名 有限会社アウルメディカルサービス

所在地 岡山市北区岩井２丁目２－１８

訪問調査日 令和　５　年　１１　月　１８　日

　（別紙２）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3370300935 今年度は、「部署を超えて職員が一丸となりりようしゃのニーズにこたえます」という目
標を設定した。まだまだ当たり前の生活すらままならないコロナ禍が続いている。面会
もその時々の状況によって制限を緩和しながらご家族との絆を大切にしている。指針
にもある敬愛精神の「できるためにはどうするか？」「諦めることなく、可能性を探る」を
常に生かしてきた。感染対策の徹底したスーパーでの買い物で、手作りの食事は継
続できた。三密を避けて、感染予防策を徹底しての散歩・外出も行っている。お花見
は、一番の見ごろの時期に、目の前の公園へまんじゅうを持って出かけた。風が吹く
度に桜が綺麗に舞って素晴らしい景色だった。四季を色濃く感じられるように、行事も
様々な工夫を凝らした。職員が心を動かし、敬愛にいるすべての人が笑顔になれるよ
うに歩みを止めずに進み続けてきたい。

法人名 有限会社　敬愛

事業所名 グループホーム敬愛

作成日　　令和　５　年　１２　月　７　日

所在地 岡山県津山市東一宮２２－１０

自己評価作成日 令和　５　年　１１　月　１１　日 評価結果市町村受理日



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

今年度は、大幅な制度の改正が有り、加算や人員
配置などで市役所へ問合せを行うなど密なやり取
りが行えた。新しく加算を算定するにあたっても、
適切なアドバイスをくれるなど、施設にとって、とて
も良い相談窓口になってくれている。

統括やフットワークの軽い職員さんが窓口となっ
ている。GH内でのショートスティを開催するにあ
たっての相談や食費・電気代、事故報告書につい
ての相談をした。質問や相談がある場合には、直
接出向くことで face to faceの関係が継続されて
いる。

不審者情報により防犯を強化中であったが、数年
間何もなく平穏に過ごせており、施錠は中止とし
た。常に自由な時間に外気浴が行えている。研修
では、スピーチロックについて職員全員で自分の
言動を見直した。スピーチロックを言い換えること
で、普段のケアに活かせるようにしていきたい。

身体拘束はしておらず、日中は施錠はしていな
い。身体拘束委員会を年４回開催し、新聞の事例
を参考にして、意見や感想を聞いている。施設内
での事例を取り上げ、職員間で話し合って対策を
考えた。スピーチロックの研修では、職員間で意
見交換ができた。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

美作大学、短大、高校の実習生たちを、感染予防
のため観察方式の採用をして受け入れた。感染予
防対策を徹底したからこそ実現できた。実習期間
は大幅に変更となったが、実際に利用者さんから
学ぶことが出来る実習の機会を確保し、未来の介
護福祉士の育成に協力していきたい。

今年もコロナの関係で、開催に向けて場所の確
保・感染状況の把握を慎重に行ったが、高齢者施
設でのクラスター発生や、他部署での濃厚接触者
の発生などで為に開催出来ていない。今後も開催
に向けて随時検討を行っていく。

グループホーム開業20周年を迎え、100回の記念
開催が対面式で行えた。町内会長２名、民生委
員５名、地域包括支援センター、愛育委員、市役
所の方、家族代表２名、職員が参加している。直
近では、暮らしのようす、敬愛祭りの報告、グルー
プホームと他施設についての話し合いを行った。

事業所の基本理念「三つの心」を管理者・職員が
日々、大切にし育み続けられるよう申し送り時に唱
和している。新人オリエンテーション時にも、統括よ
り説明している。さらに現場で実践できるために、
「敬愛宣言」がいかに現場で生かせているか？常
に意識をして支援を見直している。

基本理念は「三つの心」で、指針も３項目あり、事
務所と各ユニットのリビングに提示している。実習
がある際には、唱和をしている。職員宣言も掲げ
ていて、入職時と日々の介護で迷った際や確認し
たい場合には、振り返ることで、職員の身体に染
みつくようにしている。

地域の方と顔馴染みになり、連絡交換時にも愛育
委員や民生委員から「何かあればいつでも手伝い
に行く」と声が掛かる。地域の行事もさまざの誘い
がある。可能な限り参加していた。「駐車場も確保
ある。」と配慮もあった。

学童や保育園との繋がりが強く、イベントがある
際にはお互いが招待し合う関係ができている。園
児がグループホームにやってきてメダルをくれた
り、GHから出向いて、歌を歌ったりして交流を深
めた。地域の公民館で開催されたお祭りや大学
内のオレンジカフェを手伝った。

更なる地域交流に期待します。

2/22



自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

毎月のミーティングで、職員一人ずつ発言する時
間を設けている他、定期的に個人面談を行ってい
る。年に一度の職員アンケートを実施して、福利厚
生に役立てている。昨年度は、職員からキャリア
アップ再度と表彰制度についての提案書が二件あ
り会社に採用された。永年勤続の表彰があった。

各ユニットの朝礼や月１回のミーティングにて意
見を聴取している。職員から寝具の提案が上が
り、全てレンタルすることで家族や職員の負担軽
減に繋がるよう意見を上げた。法人内で職員アン
ケートを実施して福利厚生の充実を目的に、ス
ポーツジムの利用が可能になった。普段から取締
役とは何でも話せる関係ができている。

職員は、入職時に業務習得の見習い期間を得て
自己評価を行い、ホーム長による一次評価、統括
による二次評価を行い、給与、賞与に反映してい
る。各管理者研修、実技研修で資質向上の機会を
確保している。今年は自己評価表の見直しを行い
改善に努めた。

本来契約は、家族、利用者ともに対面で確認しな
がら説明し、その都度、疑問点等確認し進めてい
たが、現在は感染対策として、事前に書類を渡し、
ご家族に確認と記入をしてもらっている。後日、不
明や不安な点については対面で短時間で説明して
いる。

日々の関わりの中で利用者の思いを探り、その思
いをケアに活かせるように個々に生活リハビリを
行っている。家族とは手紙、電話、リモート面会な
どで密な関係を繋ぎ、ｹｱﾌﾟﾗﾝへの思い、意向を
言ってもらい、コロナ禍の中でも希望に添えるよう
に努力している。年に一回のアンケートも実施して
いる。

コロナ中は、オンラインにて面会を実施していた
が、現在は感染症対策をした上で、玄関先で対面
で行っている。家族アンケートも実施している。隔
月で、パートナー(担当職員)からの手書きの手紙
と写真、敬愛しんぶんを郵送していて、好評の声
を頂いている。折り鶴も同封し、家族で嘴を折って
頂き、一つ作品を完成させている。

今でも十分にできていますが、さらなる意
見交換に期待します。

「虐待を防止する為の措置を行う事」「早期発見と
通報義務を果たすという事」をベースに、身体拘束
廃止委員会が中心となって、研修を重ねて理解を
深めている。年度途中からだが、虐待委員会の設
置、虐待の芽について資料配布と当施設のマニュ
アルを作成した。

様々な家族の支援状況を把握し、その時々に家族
からの相談にも応じている。その際に理解しやす
いように市役所から発行されている案内パンフレッ
トも準備して家族の支援に努めている。成年後見
人についての研修にも、毎年違う職員が参加し理
解を深めている。一名後見人利用者も居た。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

今までの生活歴、人生を探り可能な限り自宅や現
在過ごしている場所で、本人の望まれている、好
んでいる生活を感じて、環境が変わってもいかにし
て本人の望みをかなえるか？本人の秘めた力を
引き出すサービスを見極めるようにしている。

「パートナー制度」で意識も変わってきた。他部署
への応援が再開となったが、本来のチームワーク
が強くなっている為とても協力的である。施設内だ
が、「敬愛祭り」も「大新年会」も職員のプログラム
で買い物・大正琴・紙芝居を一緒に楽しみ、夕飯も
共にし、暮らしを豊かにしている。

緊急の入居が有ったが、同法人のサービスを初期
のころから利用しており、担当ｹｱﾏﾈも同法人であ
り、全職員で本人の状況が共有できた。訪問介護
からデイサービスまで長いかかわりの中での情報
共有が生きて、本人の意向の把握や思いの傾聴
に繋がった。

家族の抱える困難と、本人の抱える困難が必ずし
も同じではない。家族の視点からの思いを、場合
によっては家族だけの時に聞き出す事も大切にし
ている。専門的意見として、利用サービス事業者
からの利用時の様子も聞き取りを行い、入居時の
支援に生かした。

外部研修にも参加している。管理職は教育部長の
施設内研修により、専門的に管理を学んでいる。
昨年、オンライン研修を年間通じて全員受講で来
た。今年度は専門職として誇りを持つために、実務
者研修二名、認知症実践者研修二名、認知症実
践リーダー研修二名受講している。全て会社負担
であり、出勤扱いである。

津山「ケア研究会」もコロナ禍にあっても再開され、
参加している。感染に注意しながら皆が経験したこ
とのない、デイの休止や家族の在宅勤務など様々
な状況での混乱に対して、貴重な情報交換が行え
た。他に新加算についての貴重な情報を得られ
た。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

一人一人の利用者の立場に立って、望む暮らしを
大切にするためには、諦めずに可能性を探り続け
ることであり、常に利用者の「ありのままの自分」、
そのすべてを温かく受け入れること。そして、心か
らの笑顔や笑い声の絶えない居場所を作ることに
チームで取り組んでる。

入居時にフェースシート、発症経過シートにて、経
歴、家族構成、昔の過ごし方、趣味などを把握し
ている。日常生活の中から、思いを汲み取り、何
か意見が出た場合は、申し送りの際に情報交換
をしている。リビングにいる時に、会話をすること
が多く、寄り添った介護ができている。

入所の面接を自宅や一番過ごしている場所で行
う。家族の思いや入居前に担当していたケアマネ
ジャーから得た情報を共有し把握に努める。生活
歴の聞き取りに、フェイスシートを「心の聞き取り」
の為に改善し使用している。

一つ屋根の下で生活を送って行く中で、時には口
論となったり、一方的に怒るような場面もあるが、
互いに自然と関係作りが出来ている。顔なじみの
人の近くまで行き「話をしてみたい。」と、自分から
積極的に触れ合う姿もある。

退去後でも家族の相談に乗り、入院中の様子を聞
いている。必要に応じて医師、相談員との会議に
参加している。退去後数回訪れて入院中の本人の
事を話しに来られる家族や、電話連絡をしてくれる
こともある。

まだ面会制限もあるが、開かれた施設であるため
に、父の日、母の日には家族より手紙を書いてもら
い、暑中見舞いでは少しでもご本人の字を書くこと
が出来た。そして職員の自己紹介を写真入りで掲
載して配布した。家族より、福祉用具の寄付などの
協力も多い

家族との外出・宿泊は自粛している。なるべく生活
が伝わるように、ホームページに行事の詳細を掲
載したり、2か月に一度の家族の手紙でも、希望さ
れる親族にも送っている。外部受診では家族同行
で受診するなど、状況によって関係の継続を図っ
ている。

面会は感染症対策をした上で、玄関先で対面で
行っている。隔月で、パートナー(担当職員)からの
手書きの手紙と写真、敬愛しんぶんを郵送してい
る。受診時には、家族が連れて行く。庭や玄関に
出て、「太陽を食べてくる」と言って、日向ぼっこを
日課としている方もいる。利用者同士がソファに
座って会話が盛り上がっている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

施設と地域交流の為の祭りは中止したが、寿退社
の職員の結婚式を計画している。感染対策を徹底
して、毎年恒例の年末の餅つきも開催予定であ
る。また再開時、地域の方の参加が出来る時に
は、沢山の方を招待したい。年月を重ね、運営推
進会議等での、常日頃からの関係作りの成果を大
切にしたい。

二週間に一度、各主治医が往診に来てくれている
が、他科の受診が必要な場合には、主治医、本
人、家族と相談をし、適切な医療が受けられるよう
にしている。主治医は利用者によって異なり、現在
は三か所の医院に協力を得ている。

かかりつけ医は全員が協力医に転医している。
往診は月２回で２４時間対応。利用者が朗読が上
手なことを知っていたので、ドクターからリクエスト
が入るくらい関係性が良い。ワクチン注射を依頼
したら、自分が担当している施設だからということ
でドクターに来て頂けた。訪問看護は24時間対応
で、毎週来所して頂いている。

個別の記録はバイタル、食事、水分、介護経過を
まとめて見る事が出来るようになっており、そこか
らの気付き、実践結果もアセスメントに活用してい
る。さらに日々のケアの変更へつながる小さなｶﾝ
ﾌｧﾚﾝｽを伝達ノートで共有した。

本人、家族の二­ズに沿った医療的支援も実施し
ている。「バルーンカテーテル」の管理や、本来は
入院加療が望ましいが医療の指示の下、ＧＨでの
療養を継続。コロナ禍でも介護実習生の受け入れ
た。今年は介護実習指導者講習も受講した。

本人の生活リズムや趣向を把握。職員はチームケ
アの実施後の変化など、本人の行動ﾊﾟﾀｰﾝ、言動
の気づきも大切にしている。各自が、犬が大好きで
自分が抱きたい時に可愛がったり、中庭に自由に
出入りしながら隣の棟の人と会話を楽しむなどの
自由を尊重している。

各「パートナー」が本人、家族の要望はもちろん、
必要に応じ医療機関にも意見を聞く。介護支援専
門員・計画作成担当者とカンファレンスを行い、課
題の抽出や解決に重点を置くのではなく、本人の
残存機能を引出し、本人主体の生活に生きがいや
張り合いが出るような介護計画を作成している。

入居時に暫定プラン、１ヶ月後、何もなければ半
年毎に見直しをしている。計画作成はパートナー
(担当職員)が作成し、ケアマネジャーが最終的に
確認をしている。日常生活の作業でできることを
プランに盛り込んでいる。モニタリングは、大目標
は半年ごとに掲げていて、毎日の小目標と照らし
合わせている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

年二回訓練を行っている。地域の特性に生きた、
水害時と台風害、地震対応避難マニュアルを完成
させ、実際に大災害の後には見直しや、検討を
行った。入職時にはオリエンテーションで伝達。実
際にスプリンクラーや火災報知機を目で見て、場
所や手順の確認を行っている。

年２回昼夜想定で火災訓練を実施し、実際に連
絡網も回した。事務所に連絡網を保管している。
消防署立ち合いの基、AEDや消火器の使い方を
学んだ。（、）備蓄は２階の事務所に２～３日分、
水・調味料・食品・衛生材料等を保管している。玄
関横に自家発電機を設置した。

入職時に呼称制度について学び理解して現場に
つき、尊厳とは生活の場において何を守り何が大
切なのか？居室はその方の部屋であり、入室時に
は必ず声を掛けノックすることを伝え続けている。
敬愛宣言においても16項目について説明を行って
いき、実施できてきている。

呼称は、利用者の馴染みの名前で呼び、家族の
許可も得ている。入室時には必ず声を掛け、ノッ
クすることを伝え続けている。敬愛宣言の16項目
について説明を行い、身体に染み込ませたい思
いでいる。申し送り時には、居室名で呼ぶことでプ
ライバシーに配慮している。

重度化、終末期についての方針は入居契約時に
説明をしている。終末期には医師からの説明で、
ホ­ムで出来る事と出来ない事の理解を深めても
らっている。その内容も年々、変化しているが時
代、家族のニーズに常に寄り添えってきた。過去に
は、看取り時にポータブル酸素や点滴もおこなっ
た。

看取りは実施していて、ここ２年で５～６名の方を
看取った。入居時に「認知症対応型共同生活介
護が行う看取り時同意書」で説明し、終末期を迎
えた際には、再確認をしている。夜中に亡くなられ
た方がいて、家族の方と対面できた。また、ユニッ
トの職員が集まり、お別れを言うことができた。

緊急時(昼・夜)のマニュアルを作成し、周知徹底を
している。看護職員や防災委員との連携で災害
時、救急時でも実践で生かせる取り組みを行って
いる。毎回発見や学びが有る。昨年、職員が地域
にて実際に心肺蘇生を行った。常に実践力を付け
ていく必要性を感じている。

週に一度の訪問時に、様子・状態を伝え情報を共
有した上で指示を貰う。必要であれば医師へつな
げる。介護現場での不安や疑問に常に真摯に向き
合い適切に助言をくれる。アイパッドの導入によ
り、迅速に画像が提供出来、連携がスムーズに
なった。現在尿道バルーン管理中。

今年度より利用者が入院した際には、病院に医療
連携シートを活用し、情報提供を行っている。入院
中は面会ができないため電話や家族から本人の
状態を確認し、医療関係者や相談員との連携を図
る様にしている。オープンハウスを開催してから、
相談員との顔の見える連携が取れるようになった
と感じる。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

排泄パタ­ンを把握し、トイレでの排泄を続けられる
ように努めると共に、排便マッサージを訪問看護に
伝授してもらい技術の取得にも努めている。なるべ
く薬の使用ではなく日常生活内で、温罨法や牛乳
での刺激や軽い散歩などで排便につながってお
り、ドクダミ茶の使用もなくなった。

トイレは各３ヶ所。夜間のみトイレの回数を記録し
ている。食前・食後の誘導が基本で、後は利用者
のタイミングで声掛けをしている。トイレ誘導を繰
り返した結果、失禁が減りパットが汚れなくなっ
た。排泄失敗時には、「気にせんでええ」、「出な
い方が困る」と、優しく囁くように言葉かけをしてい
る。

食事量、水分量は記録し、必要量が確保出来るよ
うにしている。食事形態も配慮し、医療の指示は守
りつつ、本人の習慣に基づいて提供している。高タ
ンパク・高カロリーで、体重増加も考慮した献立を
たてている。認知症の進行の為に現在ﾐｷｻｰ対応
が一名いる。

毎食後の口腔ケアは習慣となり、自分で出来ない
方は介助をし、清潔保持が出来ている。６月４日の
「虫歯ゼロデー」では、辛くないマウスウォッシュを
プレゼントしたり、「幸せ（歯あわせ）」体操として食
前に口腔体操も行うなど工夫している。必要時は
歯科受診へつなげている。

衣服の選択が難しい方は、本人の好み、生活習慣
を大切にし、寝るときに肌着だけの方もいれば、洋
服が落ち着く人もいる。自分達の価値観を押し付
ける事の無いようにしている。女性であっても顔そ
りができるように物品をそろえた。

食の好みを職員は把握し、メニュ­が偏らないよう
にしている。食事を五感で楽しむものとして、春は
いちご狩り、夏は本物の竹でそうめん流しを毎年
実施。今年は生のウナギを、ホームの庭で当日目
の前で炭火で焼いて自家製のたれで食べた。秋は
焼き芋パーティなどで心を動かし体も元気になる
支援をしている。体重の増加があり、体重管理が

食事中は、その時の雰囲気に合わせてTVや音楽
を流している。３食手作りで、職員がスーパーに
買い出しに出掛ける。男性職員が作る料理も利
用者に大好評で残食はほぼない。庭で育てた野
菜が食卓を彩っている。冷蔵庫の物を活用して、
ケーキ風のおやつを作ったら好評だった。

本人の希望を聞き、自己決定が自然とでき、その
場面を共有する記録を大切にしている。主観すぎ
る表現は避け、利用者の何気ない一言や普段の
会話を記録している。そして、パートナーは常に
「私の利用者」と、利用者の代弁者を意識し、利用
者主体の支援を行っている。

生活リズムは人それぞれの為、共同生活の中でも
本人のペ­スが守れるよう、無理強いはせず、本人
の時間と流れの中にケアを組み込む。日々の表情
や会話からその人らしさを知り、２４時間の時間を
チームで支えていく事を大切にしている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

中庭で太陽を浴びたい方、時に玄関から出て西の
景色が見たい方、散歩に行きたい方、日々の希望
に添っての支援を大切にしている。コロナ禍で外出
自粛だが、夏の花火を中庭で楽しんだり、そうめん
流しの竹を職員と共に削る。祭りの、のぼりを準備
したり。季節を丁寧に感じて生活を共に作り上げな
がら楽しんでいる。

日課として庭や玄関に出て、太陽を浴びている。
庭で花火大会やお食事会、畑の収穫。近隣の小
川へ散歩へ行き、鯉を眺めることが癒しとなって
いる。春先には近隣の公園で桜を見たり、グリー
ンヒルズでお弁当を食べたりした。休みの日に法
人のデイサービスに出掛け、気分転換ができた。

薬の情報は常に最新のものを職員全員が共有し
ている。薬の変更時は、特に注意深く様子観察を
して、服薬方法についてもかかりつけ薬局にすぐ
に相談し迅速に形態の変更等に対応してもらえ
る。服薬指示の有る時間帯とのずれが多くなって
きたときなどもすぐに相談できる。

中庭の畑で菜園を楽しむ方、他人の世話をする事
でイキイキする方。洗濯物をたたむ時にしっかり氏
名の確認、仕分けをテキパキする方。たたむことは
できなくても、目の前の方をじっと見つめて、手を
動かす方もいる。その個性とやる気を引き出す事
を大切にしている。

午前、午後入浴可能。入居者様の希望に添い入
浴を行いたいが、スタッフのシフトや勤務体制によ
り、希望に添えない場合もある。基本は一人三日
は開けずに入浴しており、本人のタイミングも大切
にしている。ハード面において、浴槽の改造やリフ
トの取り付けが不可能なために重度化するとｼｬﾜｰ
対応となっている。

週２～３回の提供で、毎日の入浴も可能。入浴を
拒否される方へは、時間帯を変えたり、お風呂と
いうワードを使わずに、立ったタイミングで誘導
し、優しい言葉掛けをするように工夫している。仲
の良い利用者同士で入浴したこともあった。季節
湯として、菖蒲湯やゆず湯もあり、入浴剤を使用
して気分を変えている。

ご自分のペースで過ごしてもらい、休息は利用者
がしたい時に、したい場所でしてもらっている。マッ
サージチェアが安心する方もいれば、ソファーが定
位置の方もいる。昼寝が夜間に影響する傾向が見
られる場合は、職員で休息について時間帯や時間
の長さを調整する対応をしている。

水分摂取量が少ない利用者には無理なく水分が
摂れるよう、好みの飲み物を飲んでもらい、時には
お茶ゼリーなどに工夫して、水分不足による便秘
の予防に努めている。食材にも繊維が多く含まれ
ている物や乳製品を多く取り入れている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

共用スペ­スのテ­ブルの座席の配置は、気の合う
人、合わない人を見極めトラブルのすくない居心地
の良い場所になるようにしている。安らげる空間を
大切にして、利用者が思い思い過ごせるよう適時
模様替えをしている。

居室の家具は使い慣れた物を持ち込み自由にし
ている。ベッドの配置にも考慮し、景色が見やすい
か？車椅子の動線はどうか？個人にあった居室づ
くりを大切にしている。ベッドも状況に合わせ必要
な人が介護用ベッドを使用し、自立度に合わせて
木製のベッドも使用している。

ベッド、エアコン、照明、カーテン、手すり、鏡、ク
ローゼットが備え付け。各居室の壁紙は新しく入
居時に変えることもあり、利用者が選んだ壁紙が
心地よい雰囲気を演出している。家族からプレゼ
ントされた人形や家族写真が飾られ、馴染みのソ
ファや棚、引き出しのタンスを持ち込んでいる方も
いる。

浴室も動線に配慮したり、自分で体全体が洗える
ようにシャワーチェアーも購入した。そのお陰で自
分で洗いづらかった部分も、洗えるようになった。
洗面所も自分で歯ブラシを取って磨けるようにした
り、キッチンは安全や使いやすさを工夫・配慮して
いる。

初めての、iPadを利用してリモート面会の実施に
は、職員もなれない中でプライバシーの確保とゆっ
くりと時間が取れる工夫をしました。父の日と母の
日には、今まではホームから個人にプレゼントや
感謝の言葉を送っていたが、各家族へ事前にカー
ドを用意して、普段なかなか言えない思いを書いて
いただいた。

共用スペ­スは利用者の動線に配慮し、二か月に
一度のフラワーアレンジメントで季節の花が楽しめ
るようにしている。皆でイベントを楽しむ時にはテー
ブルを動かし、レイアウトを考えるようにしている。
トイレの空き状況のわかりにくさが長年の課題で
あったが、入居者の思いやりでお互いに声掛けを
行っており、問題なく使用できている。

日中は、リビングで過ごす方が殆どで、居心地が
良さそうな表情を浮かべていた。新聞、ちらし、読
書、朗読、パズル、数字合わせ、クロスワードをし
て過ごし、レクリエーションとして体操や童謡を
歌っている。家庭的な雰囲気を演出するために、
なるべく作品は貼らないようにしている。

コロナ自粛の為にお金を使う機会がないが、利用
者は生活とは常にお金が必要である「感覚」を持ち
続けている。その為、毎日「ここの支払いは？」「今
の代金は？」と気にしている。不安をなくし、安心で
きるように「またはらってくれるん？ブゲンシャじゃ
な～。」と冗談で笑いあったり。自分で支払ってい
る「自信」「安心」が自尊心を守ることにつながって
いる。
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○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○ ○

○

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　  　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

2. 利用者の２/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

2. 数日に１回程度ある

3. たまにある

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

2. 数日に1回程度

1. ほぼ毎日のように

2. 少しずつ増えている

1. 大いに増えている

4. ほとんどない

4. ほとんどできていない

3. 家族等の１/３くらいが

ユニット名 ： GH敬愛　第１ユニット

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 家族等の２/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が

4. 全くいない

3. あまり増えていない

4. ほとんどいない

3. 職員の１/３くらいが

2. 職員の２/３くらいが

3. たまに



令和 5 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

　（別紙２） 作成日　　令和　５　年　１２　月　７　日

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3370300935 今年度は、「４者満足～利用者・家族・地域・職員の満足の為に～」という目標を設定
した。まだまだ当たり前の生活すらままならないコロナ禍が続いている。面会もその
時々の状況によって制限を緩和しながらご家族との絆を大切にしている。指針にもあ
る敬愛精神の「できるためにはどうするか？」「諦めることなく、可能性を探る」を常に
生かしてきた。感染対策の徹底したスーパーでの買い物で、手作りの食事は継続でき
た。三密を避けて、感染予防策を徹底しての散歩・外出も行っている。お花見は、一番
の見ごろの時期に、目の前の公園へまんじゅうを持って出かけた。風が吹く度に桜が
綺麗に舞って素晴らしい景色だった。四季を色濃く感じられるように、行事も様々な工
夫を凝らした。職員が心を動かし、敬愛にいるすべての人が笑顔になれるように歩み
を止めずに進み続けてきたい。

法人名 有限会社　敬愛

事業所名 グループホーム敬愛

所在地 岡山県津山市東一宮２２－１０

自己評価作成日 令和　５　年　１１　月　１１　日 評価結果市町村受理日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/33/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3370300935-00&ServiceCd=320&Type=search

家庭的な雰囲気を大切にしていて、食事は三食手作りで、使い慣れた食器やお箸を使用して
いる。呼称はその方が一番しっくりくる呼び方で呼んでいる。手作業で作成した通信や手書き
で家族への手紙も郵送している。リビングでは、新聞を読んだり、チラシ折りやパズルをして
過ごしている中で、本を朗読されている方がおられ、周りの利用者に心地よく響き渡ってい
た。さらに、職員が提案したペットボトルのキャップを使った数字合わせゲームが日課となり、
利用者は日に日にスピード感が増していった。一昨年、寿退社をした職員には、施設内を教
会に見立てて、取締役社長が新郎役となり、職員・利用者一同が盛大にお祝いをした。今年
は、待ちに待った敬愛祭(家族会)が再開され、職員の大正琴の演奏、津山民謡を披露し、くじ
引きやお食事会で家族と一緒に盛り上がった。基本理念や指針、【職員宣言】に沿った運営
ができていて、リビングや居室の天窓から光が差し込んでくるように、職員、利用者、家族にも
明るい未来が待っていた。

評価機関名 有限会社アウルメディカルサービス

所在地 岡山市北区岩井２丁目２－１８

訪問調査日 令和　５　年　１１　月　１８　日



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介護指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる

地域の方と顔馴染みになり、連絡交換時にも愛育
委員や民生委員から「何かあればいつでも手伝い
に行く」と声が掛かる。天気の都合で外へ出ていな
いと「しばらく見ないから心配していた。元気そうで
よかった」と声をかけられる。

学童や保育園との繋がりが強く、イベントがある
際にはお互いが招待し合う関係ができている。園
児がグループホームにやってきてメダルをくれた
り、GHから出向いて、歌を歌ったりして交流を深
めた。地域の公民館で開催されたお祭りや大学
内のオレンジカフェを手伝った。

更なる地域交流に期待します。

美作大学、短大、高校の実習生たちを、感染予防
のため観察方式の採用をして受け入れた。感染予
防対策を徹底したからこそ実現できた。実習期間
は大幅に変更となったが、実際に利用者さんから
学ぶことが出来る実習の機会を確保し、未来の介
護福祉士の育成に協力していきたい。

自
己

外
部

項　　目
外部評価

事業所の基本理念「三つの心」を管理者・職員が
日々、大切にし育み続けられるよう申し送り時に唱
和している。新人オリエンテーション時にも、統括よ
り説明している。さらに現場で実践できるために、
「敬愛宣言」がいかに現場で生かせているか？常
に意識をして支援を見直している。

基本理念は「三つの心」で、指針も３項目あり、事
務所と各ユニットのリビングに提示している。実習
がある際には、唱和をしている。職員宣言も掲げ
ていて、入職時と日々の介護で迷った際や確認し
たい場合には、振り返ることで、職員の身体に染
みつくようにしている。

不審者情報により防犯を強化中であったが、数年
間何もなく平穏に過ごせており、施錠は中止とし
た。常に自由な時間に外気浴が行えている。研修
では、スピーチロックについて職員全員で自分の
言動を見直した。スピーチロックを言い換えること
で、普段のケアに活かせるようにしていきたい。

身体拘束はしておらず、日中は施錠はしていな
い。身体拘束委員会を年４回開催し、新聞の事例
を参考にして、意見や感想を聞いている。施設内
での事例を取り上げ、職員間で話し合って対策を
考えた。スピーチロックの研修では、職員間で意
見交換ができた。

今年もコロナの関係で、開催に向けて場所の確
保・感染状況の把握を慎重に行ったが、高齢者施
設でのクラスター発生や、他部署での濃厚接触者
の発生などの為に開催出来ていない。今後も開催
に向けて随時検討を行っていく。

グループホーム開業20周年を迎え、100回の記念
開催が対面式で行えた。町内会長２名、民生委
員５名、地域包括支援センター、愛育委員、市役
所の方、家族代表２名、職員が参加している。直
近では、暮らしのようす、敬愛祭りの報告、グルー
プホームと他施設についての話し合いを行った。

今年度は、大幅な制度の改正が有り、加算や人員
配置などで市役所へ問合せを行うなど、密なやり
取りが行えた。新しく加算を算定するにあたって
も、適切なアドバイスをくれるなど、施設にとって、
とても良い相談窓口になってくれている。

統括やフットワークの軽い職員さんが窓口となっ
ている。GH内でのショートスティを開催するにあ
たっての相談や食費・電気代、事故報告書につい
ての相談をした。質問や相談がある場合には、直
接出向くことで face to faceの関係が継続されて
いる。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

「虐待を防止する為の措置を行う事」「早期発見と
通報義務を果たすという事」をベースに、身体拘束
廃止委員会が中心となって、研修を重ねて理解を
深めている。年度途中からだが、虐待委員会の設
置、虐待の芽について資料配布と当施設のマニュ
アルを作成した。

日々の関わりの中で利用者の思いを探り、その思
いをケアに活かせるように個々に生活リハビリを
行っている。家族とは手紙、電話、リモート面会な
どで密な関係を繋ぎ、ｹｱﾌﾟﾗﾝへの思い、意向を
言ってもらい、コロナ禍の中でも希望に添えるよう
に努力している。年に一回のアンケートも実施して
いる。

コロナ中は、オンラインにて面会を実施していた
が、現在は感染症対策をした上で、玄関先で対面
で行っている。家族アンケートも実施している。隔
月で、パートナー(担当職員)からの手書きの手紙
と写真、敬愛しんぶんを郵送していて、好評の声
を頂いている。折り鶴も同封し、家族で嘴を折って
頂き、一つ作品を完成させている。

今でも十分にできていますが、さらなる意
見交換に期待します。

毎月のミーティングで、職員一人ずつ発言する時
間を設けている他、定期的に個人面談を行ってい
る。年に一度の職員アンケートを実施して、福利厚
生に役立てている。昨年度は、職員からキャリア
アップ再度と表彰制度についての提案書が二件あ
り会社に採用された。

各ユニットの朝礼や月１回のミーティングにて意
見を聴取している。職員から寝具の提案が上が
り、全てレンタルすることで家族や職員の負担軽
減に繋がるよう意見を上げた。法人内で職員アン
ケートを実施して福利厚生の充実を目的に、ス
ポーツジムの利用が可能になった。普段から取締
役とは何でも話せる関係ができている。

様々な家族の支援状況を把握し、その時々に家族
からの相談にも応じている。その際に理解しやす
いように市役所から発行されている案内パンフレッ
トも準備して家族の支援に努めている。成年後見
人についての研修にも、毎年違う職員が参加し理
解を深めている。

本来契約は、家族、利用者ともに対面で確認しな
がら説明し、その都度、疑問点等確認し進めてい
たが、現在は感染対策として、事前に書類を渡し、
ご家族に確認と記入をしてもらっている。後日、不
明や不安な点については対面で短時間で説明して
いる。

職員は、入職時に業務習得の見習い期間を得て
自己評価を行い、ホーム長による一次評価、統括
による二次評価を行い、給与、賞与に反映してい
る。各管理者研修、実技研修で資質向上の機会を
確保している。今年は自己評価表の見直しを行い
改善に努めた。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

津山「ケア研究会」もコロナ禍にあっても再開され、
参加している。感染に注意しながら皆が経験したこ
とのない、デイの休止や家族の在宅勤務など様々
な状況での混乱に対して、貴重な情報交換が行え
た。他に新加算についての貴重な情報を得られ
た。

新入居の面接時から本人の人となりがにじみ出る
会話が出来た。身体状況は落ち着いているが、家
族の不安も大きい。まずは入居した日からの本人
への影響や心境の変化を共有した。それにより、
声掛けが統一でき、想いの傾聴を続けることが出
来ている。

外部研修にも参加している。管理職は教育部長の
施設内研修により、専門的に管理を学んでいる。
昨年、オンライン研修を年間通じて全員受講で来
た。今年度は専門職として誇りを持つために、実務
者研修二名、認知症実践者研修二名、認知症実
践リーダー研修二名受講している。全て会社負担
であり、出勤扱いである。

「パートナー制度」で意識も変わってきた。他部署
への応援が再開となったが、本来のチームワーク
が強くなっている為とても協力的である。施設内だ
が、「敬愛祭り」も「大新年会」も職員のプログラム
で買い物・大正琴・紙芝居を一緒に楽しみ、夕飯も
共にし、暮らしを豊かにしている。

家族の抱える困難と、本人の抱える困難が必ずし
も同じではない。家族の視点からの思いを、場合
によっては家族だけの時に聞き出す事も大切にし
ている。専門的意見として、利用サービス事業者
からの利用時の様子も聞き取りを行い、入居時の
支援に生かした。

今までの生活歴、人生を探り可能な限り自宅や現
在過ごしている場所で、本人の望まれている、好
んでいる生活を感じて、環境が変わってもいかにし
て本人の望みをかなえるか？本人の秘めた力を
引き出すサービスを見極めるようにしている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよう
な支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

まだ面会制限もあるが、コミュニケーションが取り
やすい開かれた施設でありたい。今年も父の日、
母の日に家族より手紙を書いてもらい、暑中見舞
いでは少しでもご本人の字を書くことが出来た。そ
して職員の座右の銘等を載せた自己紹介を写真
入りで掲載して新聞サイズで配布した。

退去後でも家族の相談に乗り、入院中の様子を聞
いている。必要に応じて医師、相談員との会議に
参加している。退去後も行事の時に、ボランティア
で参加している家族との関係も続いている。以前
は看取りをした方の親せきが、紹介で入居申込み
に来た。

一人一人の利用者の立場に立って、望む暮らしを
大切にするためには、諦めずに可能性を探り続け
ることであり、常に利用者の「ありのままの自分」、
そのすべてを温かく受け入れること。そして、心か
らの笑顔や笑い声の絶えない居場所を作ることに
チームで取り組んでる。

入居時にフェースシート、発症経過シートにて、経
歴、家族構成、昔の過ごし方、趣味などを把握し
ている。日常生活の中から、思いを汲み取り、何
か意見が出た場合は、申し送りの際に情報交換
をしている。リビングにいる時に、会話をすること
が多く、寄り添った介護ができている。

家族との外出・宿泊は自粛している。なるべく生活
が伝わるように、ホームページに行事の詳細を掲
載したり、2か月に一度の家族の手紙でも、希望さ
れる親族にも送っている。外部受診では家族同行
で受診するなど、状況によって関係の継続を図っ
ている。

面会は感染症対策をした上で、玄関先で対面で
行っている。隔月で、パートナー(担当職員)からの
手書きの手紙と写真、敬愛しんぶんを郵送してい
る。受診時には、家族が連れて行く。庭や玄関に
出て、「太陽を食べてくる」と言って、日向ぼっこを
日課としている方もいる。利用者同士がソファに
座って会話が盛り上がっている。

一つ屋根の下で生活を送って行く中で、時には口
論となることもあるが、互いに自然と関係作りが出
来ている。いつもの仲間が困っていたら「この人
が、こまっている。」と、職員を探してまで心配して
いたり、「おばさんがどえらい喜んでるで」と自分の
事のように笑っている。

入所前の面接をなるべく自宅や今一番過ごしてい
る場所で話を聞き、家族の思いや入居前に担当し
ていたケアマネジャーから得た情報を共有し把握
に努め、生活歴の聞き取りにも、フェイスシートを
「心の聞き取り」の為に改善し、使用している。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

本人、家族の要望はもちろん、必要に応じ医療機
関にも意見を聞いた上で職員でカンファレンスを行
い、課題の抽出や解決に重点を置くのではなく、本
人の残存機能を引出し、本人主体の生活に生きが
いや張り合いが出るような介護計画を作成するよ
うにしている。

入居時に暫定プラン、１ヶ月後、何もなければ半
年毎に見直しをしている。計画作成はパートナー
(担当職員)が作成し、ケアマネジャーが最終的に
確認をしている。日常生活の作業でできることを
プランに盛り込んでいる。モニタリングは、大目標
は半年ごとに掲げていて、毎日の小目標と照らし
合わせている。

個別の記録はバイタル、食事、水分、介護経過を
まとめて見る事が出来るようになっており、そこか
らの気付き、実践結果もアセスメントで活用してい
る。さらに日々のケアの変更へつながる小さなｶﾝ
ﾌｧﾚﾝｽを伝達ノートで共有した。

本人の生活リズムや趣向、バイタルを把握。日々、
少しの変化に気付けるように様子観察し記録をし
ている。職員はチームケアの実施後の変化など、
本人の行動ﾊﾟﾀｰﾝ、言動の気づきも大切にしてい
る。朝が苦手な人は、服薬の時間も考慮しつつ遅
めの朝食を摂っていた。

二週間に一度、各主治医が往診に来てくれている
が、他科の受診が必要な場合には、主治医、本
人、家族と相談をし、適切な医療が受けられるよう
にしている。主治医は利用者によって異なり、現在
は三か所の医院に協力を得ている。

かかりつけ医は全員が協力医に転医している。
往診は月２回で２４時間対応。利用者が朗読が上
手なことを知っていたので、ドクターからリクエスト
が入るくらい関係性が良い。ワクチン注射を依頼
したら、自分が担当している施設だからということ
でドクターに来て頂けた。訪問看護は24時間対応
で、毎週来所して頂いている。

本人、家族の状況、二­ズに沿った支援方法を前
向きに検討している。「バルーンカテーテル」の管
理、本来は入院加療が望ましいが医療の指示の
下、ホームでの療養を実施している。学校と連携を
取りながら実習生の受け入れも断ることなく受け入
れた。

施設と地域交流の為の祭りは中止したが、寿退社
の職員の結婚式を計画している。感染対策を徹底
して、毎年恒例の年末の餅つきも開催予定であ
る。また再開時、地域の方の参加が出来る時に
は、沢山の方を招待したい。年月を重ね、運営推
進会議等での、常日頃からの関係作りの成果を大
切にしたい。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

週に一度の訪問時に、様子・状態を伝え情報を共
有した上で指示を貰う。必要であれば医師へつな
げる。介護現場での不安や疑問に常に真摯に向き
合い適切に助言をくれる。アイパッドの導入によ
り、迅速に画像が提供出来、連携がスムーズに
なった。現在看取り介護も開始した。

緊急時(昼・夜)のマニュアルを作成し、周知徹底を
している。看護職員や防災委員との連携で災害
時、救急時でも実践で生かせる取り組みを行って
いる。毎回発見や学びが有り、常に実践力を付け
ていく必要性を感じている。

年二回訓練を行っている。地域の特性に生きた、
水害時と台風害、地震対応避難マニュアルを完成
させ、実際に大災害の後には見直しや、検討を
行った。入職時にはオリエンテーションで伝達。実
際にスプリンクラーや火災報知機を目で見て、場
所や手順の確認を行っている。

年２回昼夜想定で火災訓練を実施し、実際に連
絡網も回した。事務所に連絡網を保管している。
消防署立ち合いの基、AEDや消火器の使い方を
学んだ。（、）備蓄は２階の事務所に２～３日分、
水・調味料・食品・衛生材料等を保管している。玄
関横に自家発電機を設置した。

今年度より利用者が入院した際には、病院に医療
連携シートを活用し、情報提供を行っている。入院
中は面会ができないため電話や家族から本人の
状態を確認し、医療関係者や相談員との連携を図
る様にしている。オープンハウスを開催してから、
相談員との顔の見える連携が取れるようになった
と感じる。

重度化、終末期についての方針は入居契約時に
説明をしている。終末期には医師からの説明で、
ホ­ムで出来る事と出来ない事の理解を深めても
らっている。その内容も年々、変化しているが時
代、家族のニーズに常に寄り添えってきた。過去に
は、ポータブル酸素の導入や人工肛門を受け入れ
た。

看取りは実施していて、ここ２年で５～６名の方を
看取った。入居時に「認知症対応型共同生活介
護が行う看取り時同意書」で説明し、終末期を迎
えた際には、再確認をしている。夜中に亡くなられ
た方がいて、家族の方と対面できた。また、ユニッ
トの職員が集まり、お別れを言うことができた。

入職時に呼称制度について学び理解して現場に
つき、尊厳とは生活の場において何を守り何が大
切なのか？居室はその方の部屋であり、入室時に
は必ず声を掛けノックすることを伝え続けている。
敬愛宣言においても16項目について説明を行って
いき、実施できてきている。

呼称は、利用者の馴染みの名前で呼び、家族の
許可も得ている。入室時には必ず声を掛け、ノッ
クすることを伝え続けている。敬愛宣言の16項目
について説明を行い、身体に染み込ませたい思
いでいる。申し送り時には、居室名で呼ぶことでプ
ライバシーに配慮している。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

生活リズムは人それぞれの為、共同生活の中でも
本人のペ­スが守れるよう、無理強いはせず、本人
の時間と流れの中にケアを組み込む。日々の表情
や会話からその人らしさを知り、２４時間の時間を
チームで支えていく事を大切にしている。

衣服の選択が難しい方は、本人の好み、生活習慣
を大切にし、寝るときに肌着だけの方もいれば、洋
服が落ち着く人もいる。自分達の価値観を押し付
ける事の無いようにしている。女性であっても顔そ
りができるように物品をそろえた。

本人の希望を聞き、自己決定が自然とでき、その
場面を共有する記録を大切にしている。主観すぎ
る表現は避け、利用者の何気ない一言や普段の
会話を記録している。そして、パートナーは常に
「私の利用者」と、利用者の代弁者を意識し、利用
者主体の支援を行っている。

毎食後の口腔ケアは習慣となり、自分で出来ない
方は介助をし、清潔保持が出来ている。６月４日の
「虫歯ゼロデー」では、辛くないマウスウォッシュを
プレゼントしたり、「幸せ（歯あわせ）」体操として食
前に口腔体操も行うなど工夫している。必要時は
歯科受診へつなげている。

排泄パタ­ンを把握し、トイレでの排泄を続けられる
ように努めると共に、排便マッサージを訪問看護に
伝授してもらい技術の取得にも努めている。なるべ
く薬の使用ではなく日常生活内で、温罨法や牛乳
での刺激や軽い散歩などで排便につながってお
り、ドクダミ茶の使用もなくなった。

トイレは各３ヶ所。夜間のみトイレの回数を記録し
ている。食前・食後の誘導が基本で、後は利用者
のタイミングで声掛けをしている。トイレ誘導を繰
り返した結果、失禁が減りパットが汚れなくなっ
た。排泄失敗時には、「気にせんでええ」、「出な
い方が困る」と、優しく囁くように言葉かけをしてい
る。

食の好みを職員は把握し、メニュ­が偏らないよう
にしている。食事を五感で楽しむものとして、春は
いちご狩り、夏は本物の竹でそうめん流しを毎年
実施。今年は生のウナギを、ホームの庭で当日目
の前で炭火で焼いて自家製のたれで食べた。秋は
焼き芋パーティなどで心を動かし体も元気になる
支援をしている。体重の増加があり、体重管理が

食事中は、その時の雰囲気に合わせてTVや音楽
を流している。３食手作りで、職員がスーパーに
買い出しに出掛ける。男性職員が作る料理も利
用者に大好評で残食はほぼない。庭で育てた野
菜が食卓を彩っている。冷蔵庫の物を活用して、
ケーキ風のおやつを作ったら好評だった。

食事量、水分量は記録し、必要量が確保出来るよ
うにしている。食事形態も配慮し、医療の指示は守
りつつ、本人の習慣に基づいて相談助言を求めて
いる。認知症の進行と看取りの為に現在ﾐｷｻｰ対
応が二名いる。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

ご自分のペースで過ごしてもらい、休息は利用者
がしたい時に、したい場所でしてもらっている。フロ
アーの自分の席が安心する方もいれば、テレビの
前のソファーが定位置の方もいる。昼寝が夜間に
影響する傾向が見られる場合は、職員で休息につ
いて時間帯や時間の長さを調整する対応をしてい
る。

薬の情報は常に最新のものを職員全員が共有し
ている。薬の変更時は、特に注意深く様子観察を
して、服薬方法についてもかかりつけ薬局にすぐ
に相談し迅速に形態の変更等に対応してもらえ
る。服薬指示の有る時間帯とのずれが多くなって
きたときなどもすぐに相談できる。

水分摂取量が少ない利用者には無理なく水分が
摂れるよう、好みの飲み物を飲んでもらい、時には
お茶ゼリーなどに工夫して、水分不足による便秘
の予防に努めている。食材にも繊維が多く含まれ
ている物や乳製品を多く取り入れている。

午前、午後入浴可能。入居者様の希望に添い入
浴を行いたいが、スタッフのシフトや勤務体制によ
り、希望に添えない場合もある。基本は一人三日
は開けずに入浴しており、本人のタイミングも大切
にしている。ハード面において、浴槽の改造やリフ
トの取り付けが不可能なために重度化するとｼｬﾜｰ
対応となっている。

週２～３回の提供で、毎日の入浴も可能。入浴を
拒否される方へは、時間帯を変えたり、お風呂と
いうワードを使わずに、立ったタイミングで誘導
し、優しい言葉掛けをするように工夫している。仲
の良い利用者同士で入浴したこともあった。季節
湯として、菖蒲湯やゆず湯もあり、入浴剤を使用
して気分を変えている。

中庭の畑で菜園を楽しむ方、他人の世話をする事
でイキイキする方。洗濯物をたたむ時にしっかり氏
名の確認、仕分けをテキパキする方。たたむことは
できなくても、目の前の方をじっと見つめて、手を
動かす方もいる。その個性とやる気を引き出す事
を大切にしている。

中庭で太陽を浴びたい方、時に玄関から出て西の
景色が見たい方、散歩に行きたい方、日々の希望
に添っての支援を大切にしている。コロナ禍で外出
自粛だが、夏の花火を中庭で楽しんだり、そうめん
流しの竹を職員と共に削る。祭りの、のぼりを準備
したり。季節を丁寧に感じて生活を共に作り上げな
がら楽しんでいる。

日課として庭や玄関に出て、太陽を浴びている。
庭で花火大会やお食事会、畑の収穫。近隣の小
川へ散歩へ行き、鯉を眺めることが癒しとなって
いる。春先には近隣の公園で桜を見たり、グリー
ンヒルズでお弁当を食べたりした。休みの日に法
人のデイサービスに出掛け、気分転換ができた。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

コロナ自粛の為にお金を使う機会がないが、利用
者は生活とは常にお金が必要である「感覚」を持ち
続けている。その為、毎日「ここの支払いは？」「今
の代金は？」と気にしている。不安をなくし、安心で
きるように「またはらってくれるん？ブゲンシャじゃ
な～。」と冗談で笑いあったり。自分で支払ってい
る「自信」「安心」が自尊心を守ることにつながって
いる。

初めての、iPadを利用してリモート面会の実施に
は、職員もなれない中でプライバシーの確保とゆっ
くりと時間が取れる工夫をしました。父の日と母の
日には、今まではホームから個人にプレゼントや
感謝の言葉を送っていたが、各家族へ事前にカー
ドを用意して、普段なかなか言えない思いを書いて
いただいた。

居室の家具は使い慣れた物を持ち込み自由にし
ている。ベッドの配置にも考慮し、景色が見やすい
か？車椅子の動線はどうか？個人にあった居室づ
くりを大切にしている。ベッドも状況に合わせ必要
な人が介護用ベッドを使用し、自立度に合わせて
木製のベッドも使用している。

ベッド、エアコン、照明、カーテン、手すり、鏡、ク
ローゼットが備え付け。各居室の壁紙は新しく入
居時に変えることもあり、利用者が選んだ壁紙が
心地よい雰囲気を演出している。家族からプレゼ
ントされた人形や家族写真が飾られ、馴染みのソ
ファや棚、引き出しのタンスを持ち込んでいる方も
いる。

浴室も動線に配慮したり、自分で体全体が洗える
ようにシャワーチェアーも購入した。そのお陰で自
分で洗いづらかった部分も、洗えるようになった。
洗面所も自分で歯ブラシを取って磨けるようにした
り、キッチンは安全や使いやすさを工夫・配慮して
いる。

共用スペ­スは利用者の動線に配慮し、二か月に
一度のフラワーアレンジメントで季節の花が楽しめ
るようにしている。皆でイベントを楽しむ時にはテー
ブルを動かし、レイアウトを考えるようにしている。
トイレの空き状況のわかりにくさが長年の課題で
あったが、入居者の思いやりでお互いに声掛けを
行っており、問題なく使用できている。

日中は、リビングで過ごす方が殆どで、居心地が
良さそうな表情を浮かべていた。新聞、ちらし、読
書、朗読、パズル、数字合わせ、クロスワードをし
て過ごし、レクリエーションとして体操や童謡を
歌っている。家庭的な雰囲気を演出するために、
なるべく作品は貼らないようにしている。

共用スペ­スのテ­ブルの座席の配置は、気の合う
人、合わない人を見極めトラブルのすくない居心地
の良い場所になるようにしている。安らげる空間を
大切にして、利用者が思い思い過ごせるよう適時
模様替えをしている。
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2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

ユニット名 ： GH敬愛　第２ユニット

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　  　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安
なく過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない


